
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（様式第６号：参考様式）

       宇都宮市農業再⽣協議会⻑ 殿

１．取組計画実施者

２．実施した取組品目・面積

  面積
  （㎡）

出荷・販売
契約数量（kg）

    面積※
  （㎡）

出荷・販売
契約数量（kg）

新市場開拓用米

【輸出向け】

【加工向け】

【輸出向け】

【加工向け】

高収益作物 【輸出向け】

高収益作物 【加工・業務用】

※令和３年度の作付面積と本事業取組面積は異なる場合があります。
  「令和３年度事業取組 面積」欄には、低コスト生産等の取組を各品目で３つ以上行った面積
 （＝支援対象面積）であって、実需者との契約取引に基づく出荷・販売数量に応じた面積を記載してください。

(〒   ー    )

品目：

品目：

令和３年度事業取組令和３年度事業取組

計画 実績

チェック欄 品目

フリガナ

代表者氏名 (法人・組織のみ)

住 所

▽ 取り組んだ品目に✓を入れてください。
▽ 令和３年度事業取組面積は、㎡単位で、小数点以下切り捨ての数値を記載してください。
▽ 高収益作物に取り組む場合は、具体的な品目を記載してください。

品目：

品目：

加工用米

⻨

大豆

締切：令和３年１２月    日（    ）

新市場開拓に向けた水田リノベーション事業
取組計画実施状況報告書

記

氏名又は法人・組織名

フリガナ

取組計画に基づき下記のとおり取組を実施しましたので、新市場開拓に向けた水田リノベーション
事業実施要領（令和３年１月29日付け２政統第1961号農林水産省政策統括官通知）別記１の第７
の６の規定に基づき、下記のとおり報告します。

※ 必要事項を記入して、営農計画書を提出している地域農業再生協議会へ提出してください。

ｻｲｾｲ ｷﾖｳﾀﾛｳﾞ 

 

320-8540 

旭１丁目１番５号 

 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

5514 3000 
11029 6000 

5514 3000 
11029 6000 

13000 3000 13000 3100  【加工向け】（大麦） 

（小麦） 11000 3200 11000 3300 

4000 かんしょ 

にんじん 

7000 4000  

2000 3000 2000  

999999 
再生 協太郎 

17 金 

記入例 

再生 協太郎 

 
・ 氏名を自署してください。 
・ 法人・集落営農の場合は，法人・組織名も記入

してください。 

・ 取り組んだ品目に「✔」
が入っています。 

・ 申請（計画）時の「面
積」と「出荷・販売契約数
量」を印字しています。 

・ 取組実績の「面積」と
「出荷・販売契約数量」を
印字しています。 

・ 麦の「出荷・販売
契約数量」の実績
は，麦の出荷実績を
リノベーション事業
の取組面積で按分し
た数量です。 

・ 高収益作物の「出
荷・販売契約数量」
の実績は空欄になっ
ています。 

・ 令和３年１２月時
点で分かる場合は記
入してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．実施した取組

（１）新市場開拓用米、加工用米に取り組んだ方は記載
番号 取組メニュー 新市場開拓用米 加工用米

1 直播栽培 □ □
2 疎植栽培 □ □
3 高密度播種育苗栽培 □ □
4 プール育苗 □ □
5 温湯種子消毒 □ □
6 効率的な移植栽培 □ □
7 作期分散 □ □
8 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり □ □
9 効率的な施肥 □ □
10 効率的な農薬処理 □ □
11 化学肥料の使用量削減 □ □
12 化学農薬の使用量削減 □ □
13 多収品種の導入 □ □
14 農業機械の共同利用 □ □
15 スマート農業機器の活用 □ □
16 地域特認メニュー（         ） □ □

地域特認メニュー（         ） □ □

（２）⻨に取り組んだ方は記載
番号 取組メニュー ⻨（輸出向け） ⻨（加工向け）

1 融雪促進 □ □
2 新たに導入した品種に応じた栽培管理 □ □
3 ふく土・踏圧 □ □
4 難防除雑草対策 □ □
5 生育予測システムを活用した開花期・収穫期予測 □ □
6 効率的・効果的な施肥 □ □
7 重要病害虫の防除 □ □
8 排水対策管理 □ □
9 農業機械の共同利用 □ □
10 スマート農業機器の活用 □ □
11 地域特認メニュー（         ） □ □

地域特認メニュー（         ） □ □

※ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、実

 際に実施したものに✓を入れて下さい
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✔ 
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✔ 
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✔ 
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・ 実施した取組メニューに
「✔」が入っています。 

・ 実施した取組メニューに
「✔」が入っています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）大豆に取り組んだ方は記載
番号 取組メニュー

1 大豆３００Ａ技術

2 難防除雑草対策

3 土壌診断等を踏まえた施肥・土づくり

4 新品種の導入

5 効率的な施肥

6 均平作業（傾斜均平）

7 摘心栽培

8 畝間冠水

9 団地化の推進

10 化学肥料の使用量削減

11 化学農薬の使用量削減

12 排水対策

13 農業機械の共同利用

14 スマート農業機器の活用

15 地域特認メニュー（         ）

地域特認メニュー（         ）

（４）高収益作物に取り組んだ方は記載

品目名
（   ）

品目名
（   ）

品目名
（   ）

品目名
（   ）

1 生物農薬の導入 □ □ □ □

2 農薬によらない病害虫対策 □ □ □ □

3 農薬によらない土壌消毒 □ □ □ □

4 農薬のドリフト対策 □ □ □ □

5 化学肥料の使用量削減 □ □ □ □

6 化学農薬の使用量削減 □ □ □ □

7 土壌診断等を踏まえた施肥・土作り □ □ □ □

8 新品種の導入 □ □ □ □

9 排水対策 □ □ □ □

10 農業機械の共同利用 □ □ □ □

11 スマート農業機器の活用 □ □ □ □

12 地域特認メニュー（        ） □ □ □ □

地域特認メニュー（        ） □ □ □ □

※ 添付書類
・契約に記載された内容の出荷・販売伝票等の写し

□

□□

□

○ 申請時に選択した品目毎の取組メニュー（３つ以上）のうち、実施していないものがある場合はその理由

番号 取組メニュー
高収益作物（輸出向け） 高収益作物（加工・業務用）

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

大豆（加工向け）

□

大豆（輸出向け）

□

□ □

□

  

  

  

  

✔ ✔ 

  

  

  

✔ ✔ 

✔ ✔ 
  

★ 

かんしょ にんじん 

 
・ 実施した取組メニューに

「✔」が入っています。 

・ 申請時に選択した取組メニューの変更があった方の
書類には「★」が印字されています。 

・ 「★」がある場合は，取組メニューを変更した理由
を記入してください。 

【記入例】・ 申請時に実施予定であった作業内容が，「●●」の取組に該当しないことが判明したため，「▲▲」の取組に
変更した。 

          ・ 申請時に，錯誤（勘違い）により実施できない取組を選択していたため，実施可能である「■■」に取組を変更
した。 

・ 記入方法が分からない場合は，事務局に御連絡ください。 


